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アンケート概要

分析方法の概要
・単純集計：各設問に対する回答を分析

・比較分析：２つの対象者に対し同じ設問の回答に違いがあるか分析

・クロス集計：２つの設問の回答をかけ合わせて集計し分析

・自由記述：自由記述の回答での設問に対して、類似している回答等で分類を行い分析

テキストマイニング（頻出単語の抽出）でも分析
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実施期間：2023年8月18日（金）～10月25日（水）

実施対象者：日赤災害医療コーディネートチーム（CoT、支部）
※CoTに対して、支部に対して、それぞれ別のアンケートを実施した。

回答数：CoTに対して…257件(有効回答率100％) 支部に対して…31件(有効回答率100％)

実施方法：提供いただいたアンケート内容をGoogleフォームに設定し、

日赤よりアンケート対象者にメールで案内を発信いただいた。



設問 回答方法

0.職種につ
いて

職種をお答えください 選択(医師/看護師/病院事務/病院その他/支部職員)

1.CoTにつ
いて、お答
えください

(1)あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがあり
ますか。

選択(見て、理解している/見たことがある/見たことがない/知ら
ない)

(2) CoTの役割について、お答えください。 選択(よく理解している/やや理解している/よくわからない/わか
らない)

(3) CoT同士でミーティング等の交流がありますか。(複数回
答可)

選択(同一ブロック内/同一支部内/同一施設内/ほとんどない/全く
ない)

(4) 支部等との定期連絡会がありますか。(複数回答可) 選択(ブロック内/支部内/施設内/ほとんどない/全くない)

2.CoTの活
動について、
お答えくだ
さい

(1) 支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加に
ついて、現状を教えて下さい。

選択(常に参加/ときどき参加/まれに参加/参加しない)

(2) 平時からの支部との連携について、教えて下さい。 選択(月単位/季節単位/年単位/特にない)

(3) 今後の活動継続について、考えを教えて下さい。 選択(続ける意思がある/指名されれば続ける/特に希望はない/直
ちにやめたい)

(4) 活動する上で不安に思っていることは何ですか。 自由記載

3.技能維持
研修、訓練
に関して、
お答えくだ
さい

(1) 技能維持研修は必要ですか。 選択(必要である/場合により必要である/必要ない)

(2) 必要な技能維持研修は何ですか。 自由記載

(3) 技能維持訓練は必要ですか。 選択(必要である/場合により必要である/必要ない)

(4) 必要な技能維持訓練は何ですか。 自由記載

アンケート概要 設問（CoTに対して）1/2
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設問 回答方法

4.災害時の
対応につい
て、お答え
ください

(1) 災害時の対応について支部と協議していますか。 選択(定期的にしている/時にしている/まれにしている/していな
い)

(2) 災害時の参集基準の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(3) (2)でありの場合：地震災害時の参集基準はありますか。 選択(あり/なし)

(4) (2)でありの場合：水害等警報発令時の参集基準はありま
すか。

選択(あり/なし)

(5) (2)でありの場合：支部災対本部設置時の参集基準はあり
ますか。

選択(あり/なし)

(6) (2)でありの場合：保健医療福祉調整本部設置時の参集基
準はありますか。

選択(あり/なし)

(7) 災害時の支部との連絡方法について、決まっているもの
があれば教えて下さい。(複数回答可)

選択(電話（職場）/電話（個人）/メール/SNS/無線/その他)

5. 新型コ
ロナ感染症
からの学び
について、
お答えくだ
さい

今回の新型コロナウイルス感染症の経験を通して、今後の災
害への備えに生かしたいと思うことがあれば教えてください。

自由記載

6. 追加質
問の可否に
ついて、お
答えくださ
い

(1) 本件アンケートの内容につきまして、当方より追加の質
問にご協力を頂くことはできますか。

選択(協力可/協力不可)

(2) (1)で協力可の場合：ご所属をご記入下さい。 記載

(3) (1)で協力可の場合：連絡先（メール）をご記入下さい。 記載

(4) (1)で協力可の場合：連絡先（電話番号）をご記入下さい。 記載

(5) (1)で協力可の場合：お名前をご記入下さい。 記載
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アンケート概要 アンケート画面（CoTに対して）1/2
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アンケート概要 アンケート画面（CoTに対して）2/2
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設問（支部に対して）1/2

設問 回答方法

1. CoTとの
連携につい
て、お答え
ください

(1) 救護訓練への協力の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(2) (1)でありの場合：協力依頼している訓練を教えて下さい。 自由記載

(3) 支部で主催する研修への協力の有無について 、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(4) (3)でありの場合：協力依頼している研修を教えて下さい。 自由記載

(5) 救護訓練、研修の企画への協力の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(6) (5)でありの場合：協力依頼している訓練・研修を教えて下さい。 自由記載

(7) 平時からのCoTとの連絡会開催について、教えて下さい。 選択(月単位/季節単位/年単位/特にない)

2. CoTへの
研修・教育
について、
お答えくだ
さい

(1) CoT対象の研修会の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(2) (1)でありの場合：開催している研修会を教えて下さい。 自由記載

(3) (1)でありの場合：開催主体を教えて下さい。(複数回答可) 選択(ブロック/支部/施設)

(4) 行政、他組織が主催する訓練、研修会へのCoT派遣の有無につ
いて、教えて下さい。

選択(あり/なし)

(5) (4)でありの場合：その訓練、研修会を教えて下さい。 自由記載

3. CoT運用
について、
お答えくだ
さい

(1) あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがあります
か。

選択(見て、理解している/見たことがある/見たことがな
い/知らない)

(2) CoTの訓練、研修等への参加履歴管理について教えて下さい。 選択(把握している/一部は把握している/把握していない)

(3) 平時におけるCoTとの連携の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(4) (3)でありの場合：連携の内容を教えて下さい。 自由記載

(5) 貴支部独自のCoT役割の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(6) (5)でありの場合：役割の内容を教えて下さい。 自由記載

(7) CoT運用について、気になる点があれば教えて下さい。 自由記載

アンケート概要
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設問（支部に対して）2/2アンケート概要
設問 回答方法

4.災害時の
対応につい
て、お答え
ください

(1) 災害時の対応についてと協議していますか。 選択(定期的にしている/時にしている/まれにしている/し
ていない)

(2) 災害時の招集基準の有無について、教えて下さい。 選択(あり/なし)

(3) (2)でありの場合：地震災害時の招集基準はありますか。 選択(あり/なし)

(4) (2)でありの場合：水害等警報発令時の招集基準はありますか。 選択(あり/なし)

(5) (2)でありの場合：支部災対本部設置時の招集基準はありますか。 選択(あり/なし)

(6) (2)でありの場合：保健医療福祉調整本部設置時の招集基準はあ
りますか。

選択(あり/なし)

(7) 災害時の支部との連絡方法について、決まっているものがあれ
ば教えて下さい。(複数回答可)

選択(電話（職場）/電話（個人）/メール/SNS/無線/その
他)

5. 新型コロ
ナ感染症か
らの学びに
ついて、お
答えくださ
い

今回の新型コロナウイルス感染症の経験を通して、今後の災害への
備えに生かしたいと思うことがあれば教えてください。

自由記載

6. 追加質問
の可否につ
いて、お答
えください

(1) 本件アンケートの内容につきまして、当方より追加の質問にご
協力を頂くことはできますか。

選択(協力可/協力不可)

(2) (1)で協力可の場合：ご所属をご記入下さい。 記載

(3) (1)で協力可の場合：連絡先（メール）をご記入下さい。 記載

(4) (1)で協力可の場合：連絡先（電話番号）をご記入下さい。 記載

(5) (1)で協力可の場合：お名前をご記入下さい。 記載
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アンケート画面（支部に対して）1/2アンケート概要
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アンケート画面（支部に対して）1/2アンケート概要
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アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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0.職種について
職種をお答えください。

回答数 割合

(a)医師 61 24%

(b)看護師 74 29%

(c)病院事務 53 21%

(d)病院その他 43 17%

(e)支部職員 24 9%

未回答 2 1%

回答数 257 100%

・(a)医師、(b)看護師の合計が135人で、全
体の半数を占めていた。
・その中でも、(b)看護師が74人と一番多い人
数となっていた。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

0.職種について
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アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

1.CoTについて、お答えください
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回答数 割合

(a)よく理解している 49 19%

(b)やや理解している 174 68%

(c)よくわからない 27 11%

(d)わからない 6 2%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

1.CoTについて、お答えください
(2) CoTの役割について、お答えください。

・(a)よく理解しているが全体の19％を占めて
いるのに対し、(c)よくわからない、(d)わから
ないは全体の13％であった。
・(a)よく理解している人を増加させるため、
今後、理解度の向上を目的とした研修等が必要。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

1.CoTについて、お答えください
あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」

を見たことがありますか。
回答数 割合

(a)見て、理解している 51 20%

(b)見たことがある 153 60%

(c)見たことがない 43 17%

(d)知らない 10 4%

未回答 0 0%

回答数 257 100%

・(a)見て、理解している、(b)見たことがある
の合計が204人で全体の約80％を占めている。
・(c)見たことがない、(d)知らないの合計が
53人で約20％であり、今後、行動指針自体の
周知等が必要。

13



アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

回答数 割合

(a)同一ブロック内 26 9% 10％

(b)同一支部内 47 16% 18％

(c)同一施設内 63 22% 25％

(d)ほとんどない 107 37% 42％

(e)全くない 49 17% 19％

回答数 292 100% ‐

回答者数 256 - 114％

1.CoTについて、お答えください
(3) CoT同士でミーティング等の交流がありますか。（複数回答可）

・ミーティング等でのCoT同士の交流は、(d)ほとんどない、(e)全くないと回答した方が多く、交
流があまり行われていない。
・交流がある中では(c)同一施設内が多く、今後、支部やブロック単位でCoT同士の関係性の構築が
必要。

※未回答者１名
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(a) (b) (c) (d) (e) 回答数複数回答の
組合せごと
の回答数



回答数 割合

(a)ブロック内 9 3% 4％

(b)支部内 65 24% 25％

(c)施設内 28 10% 11％

(d)ほとんどない 113 41% 44％

(e)全くない 60 22% 23％

回答数 275 100% ‐

回答者数 256 - 107％

1.CoTについて、お答えください
(4) 支部等との定期連絡会がありますか。（複数回答可）

・支部との連絡会についても、(d)ほとんどないが多数となっている。
・実施している中では、(b)支部内での開催が多い。
・(a)ブロック内での実施が9人と少数であるため、今後、ブロック単位での連絡会の実施も検
討が必要。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

※未回答者１名
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組合せごと
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アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

2. CoT活動について 、お答えください
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回答数 割合

(a)月単位 47 18%

(b)季節単位 51 20%

(c)年単位 71 28%

(d)特にない 85 33%

未回答 3 1%

回答数 257 100%

2. CoT活動について 、お答えください
(2) 平時からの支部との連携について、
教えて下さい。

・(d)特にないが85人で約3割を占めている。
また(c)年単位が71人となっており、平時から
の連携が少ない傾向にある。
・今後、連携の必要性を伝えることが必要。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

回答数 割合

(a)常に参加 45 18%

(b)ときどき参加 73 28%

(c)まれに参加 80 31%

(d)参加しない 58 23%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

2. CoT活動について 、お答えください
(1) 支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとし
ての参加について、現状を教えて下さい。

・(a)常に参加が全体の18％、(b)ときどき参
加、(c)まれに参加が全体の59％を占め、(d)
参加しないが全体の23％となっていた。
・定期的に参加している人は、半数以下である
ため、今後、参加率を上げる工夫が必要。
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回答数 割合

(a)続ける意思がある 105 41%

(b)指名されれば続ける 96 37%

(c)特に希望はない 48 19%

(d)直ちにやめたい 7 3%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

2. CoT活動について 、お答えください
(3) 今後の活動継続について、考えを教えて下
さい。

・(a)続ける意思があると回答した方が105人
であり、(b)指名されれば続けると回答した方
が96人であった。
・(c)特に希望はないが約２割であり、今後、
CoT活動の意義を伝えることが必要。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

3. 技能維持研修、訓練に関して 、お答えください

19



回答数 割合

(a)必要である 155 60%

(b)場合により必要である 95 37%

(c)必要ない 6 2%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

回答数 割合

(a)必要である 138 54%

(b)場合により必要である 104 40%

(c)必要ない 11 4%

未回答 4 2%

回答数 257 100%

3. 技能維持研修、訓練に関して 、お答え
ください
(3) 技能維持訓練は必要ですか。

3. 技能維持研修、訓練に関して 、お答え
ください
(1) 技能維持研修は必要ですか。

・研修が必要と感じている方(a)必要である、
(b)場合により必要であるを合わせると250人
でほとんどの方が必要と感じている。

・訓練が (a)必要である、(b)場合により必要
であるを合わせると242人であり、研修と比較
すると、8人少ない結果となった。
・(b)場合により必要であるが104人であり研
修と比較すると増加している。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

4. 災害時の対応について、お答えください
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回答数 割合

(a)定期的にしている 55 21%

(b)時にしている 61 24%

(c)まれにしている 64 25%

(d)していない 74 29%

未回答 3 1%

回答数 257 100%

回答数 割合

(a)あり 199 77%

(b)なし 57 22%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

4.災害時の対応について、お答えください
(2)災害時の参集基準の有無について、教え
て下さい。

4. 災害時の対応について、お答えください
(1)災害時の対応について支部と協議してい
ますか。

・災害時の対応について、支部との協議を(d)
していないと回答した方が74人であり約30％
となっていた。
・今後、災害時の対応を協議する機会を作る
ことが必要。

・災害時の参集基準は、(a)ありが199人であ
り全体の約77％を占めている。
・発災直後のCoT自身の迷いを減らすために、
基準を決めておくと良い。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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回答数 割合

(a)あり 197 99%

(b)なし 2 1%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 199 100%

回答数 割合

(a)あり 69 35%

(b)なし 126 63%

(2)でありの未回答 4 2%

回答数 199 100%

4.災害時の対応について、お答えください
(4) (2)でありの場合：水害等警報発令時の参
集基準はありますか。

4. 災害時の対応について、お答えください
(3) (2)でありの場合：地震災害時の参集基
準はありますか。

※(2)で(b)なしと回
答し、この設問で(a)
ありと回答した方を
一律回答無し(未回答
扱い)とした。

※(2)で(b)なしと回
答し、この設問で(a)
ありと回答した方を
一律回答無し(未回答
扱い)とした。

・災害時の参集基準が決まっている人の中で、
ほとんどの人が地震災害時の参集基準が決
まっている状態であった。

・災害時の参集基準が決まっている人の中で、
水害等警報発令時の参集基準が決まっている人
は、69人であり、地震災害時と比較すると少
ない。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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回答数 割合

(a)あり 90 45%

(b)なし 97 49%

(2)でありの未回答 12 6%

回答数 199 100%

回答数 割合

(a)あり 41 21%

(b)なし 140 70%

(2)でありの未回答 18 9%

回答数 199 100%

4.災害時の対応について、お答えください
(6) (2)でありの場合：保健医療福祉調整本
部設置時の参集基準はありますか。

4. 災害時の対応について、お答えください
(5) (2)でありの場合：支部災対本部設置時
の参集基準はありますか。

・災害時の参集基準が決まっている人の中で、
支部災対本部設置時の参集基準が決まってい
る人は、約半数であった。

・災害時の参集基準が決まっている人の中で、
保健医療福祉調整本部設置時の参集基準が決
まっている人は、約2割であった。

※(2)で(b)なしと回
答し、この設問で(a)
ありと回答した方を
一律回答無し(未回答
扱い)とした。

※(2)で(b)なしと回
答し、この設問で(a)
ありと回答した方を
一律回答無し(未回答
扱い)とした。

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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4. 災害時の対応について、お答えください
(7)災害時の支部との連絡方法について、決まっているもの
があれば教えて下さい。（複数選択可）

アンケート結果・単純集計(CoTに対して)

・各選択肢において、一番多かった回答は、
(a-1)電話（職場）であった。
・複数回答の組合せで集計を取ると電話＋(b)
メールが一番多い回答であった。
・連絡手段が1個のみの方が全体の32％を占
めている。
・過去の災害では、発災後電話が輻輳して繋
がらない事例がある。今後、複数の連絡手段
を検討することが必要。

※未回答者24名
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複数回答の組合せ 回答数 手段数

(a-1)電話（職場）のみ 34 1

(a-2)電話（個人）のみ 5 1

(b)メール のみ 18 1

(c)SNS のみ 7 1

(d)無線 のみ 3 1

電話 のみ 6 1

その他 のみ 2 1

(b)メール, (c)SNS 5 2

(b)メール, (d)無線 1 2

電話＋(b)メール 40 2

電話＋(c)SNS 16 2

電話＋(d)無線 19 2

電話＋α 2 2

電話＋(b)メール, (c)SNS 22 3

電話＋(b)メール, (d)無線 18 3

電話＋(c)SNS, (d)無線 5 3

電話＋(b)メール＋α 1 3

電話＋(d)無線＋α 1 3

電話＋(b)メール, (c)SNS, (d)無線 14 4

電話＋(b)メール,(c)SNS＋α 2 4

電話＋(b)メール, (c)SNS, (d)無線＋α 2 5

なし 10 0

合計 233 -

1個 75

2個 83

3個 47

4個 16

5個 2

0個 10

複数回答の
組合せごと
の回答数

各選択肢の
回答数

連絡手段数
ごとの回答数



アンケート結果・単純集計(CoTに対して)
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単純集計結果の課題まとめ（CoTに対して）

行動指針、活動意義、連携の必要性の周知が不足している周知不足

多様な研修の
場の構築

役割の理解度向上を目的とした研修の実施＋研修の参加率向上

関係性の構築 支部やCoT単位での関係性の構築、支部との連絡手段の複数化



アンケート結果・単純集計(支部に対して)
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アンケート結果・単純集計(支部に対して)

1. CoTとの連携について、お答えください

28



回答数 割合

(a)あり 27 87%

(b)なし 4 13%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

回答数 割合

(a)あり 19 61%

(b)なし 11 35%

未回答 1 3%

回答数 31 100%

1. CoTとの連携について、お答えください
(3)支部で主催する研修への協力の有無につい
て 、教えて下さい。

1. CoTとの連携について、お答えください
(1) 救護訓練への協力の有無について、教え
て下さい。

・救護訓練へのCoTの協力を依頼している支部
は、27支部であった。
・ほとんどの支部が協力を依頼している。

・一方、支部で主催する研修へのCoTの協力を
依頼している支部は、19支部であり、救護訓
練よりも低い回答数となった。
・今後、支部で主催する研修の周知をすること
が必要。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)
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回答数 割合

(a)あり 22 71%

(b)なし 9 29%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

回答数 割合

(a)月単位 2 6%

(b)季節単位 4 13%

(c)年単位 6 19%

(d)特にない 19 61%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

1. CoTとの連携について、お答えください
(7) 平時からのCoTとの連絡会開催について、
教えて下さい。

1. CoTとの連携について、お答えください
(5) 救護訓練、研修の企画への協力の有無に
ついて、教えて下さい。

・救護訓練、研修の企画へのCoTの協力を依頼
している支部は、22支部であった。
・約70％の支部が企画へのCoTの協力を依頼
している。

・CoTとの連絡会の開催頻度は、(a)月単位、
(b)季節単位、(c)年単位、合わせて12支部で
あった。
・(d)特にないが19支部あり、今後、連絡会の
重要性の周知及び開催を促すと良い。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)
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アンケート結果・単純集計(支部に対して)

2. CoTへの研修･教育について、お答えください

31



回答数 割合

(a)あり 4 13%

(b)なし 27 87%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

回答数 割合

(a)ブロック 2 40%

(b)支部 3 60%

(c)施設 0 0%

回答数 5 100%

(1)でありの人数 4 -

2. CoTへの研修･教育について、お答えください
(3) (1)でありの場合：開催主体を教えて下さい。
（複数選択可）

2. CoTへの研修･教育について、お答えください
(1) CoT対象の研修会の有無について、教えて下
さい。

・CoTを対象とした研修会を実施している支部
は、4支部のみであった。
・今後、CoTを対象とした研修の重要性及び実
施を促すと良い。

・CoTを対象とした研修会を実施している4支
部では、(a)ブロック主催で実施している支部
が2支部、(b)支部主催で実施している支部が3
支部であった。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)
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回答数 割合

(a)あり 9 29%

(b)なし 22 71%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

2. CoTへの研修･教育について、お答えください
(4) 行政、他組織が主催する訓練、研修会への
CoT派遣の有無について、教えて下さい。

・行政、他組織が主催する研修会へのCoTの派
遣を実施している支部は、9支部であった。
・(b)なしが約7割であり、今後、実施してい
る支部の派遣方法等を共有することが必要。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)
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アンケート結果・単純集計(支部に対して)

3. CoT運用について、お答えください
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回答数 割合

(a)見て、理解している 14 45%

(b)見たことがある 16 52%

(c)見たことがない 1 3%

(d)知らない 0 0%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

3. CoT運用について、お答えください
(1) あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を
見たことがありますか。

・ (a)見て、理解している、(b)見たことがあ
るを合わせると、30支部と全体の97％の支部
が見たことあると回答した。
・(b)見たことがあるが16支部であり、今後、
理解しやすい行動指針の策定が望ましい。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

回答数 割合

(a)把握している 15 48%

(b)一部は把握している 14 45%

(c)把握していない 2 6%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

3. CoT運用について、お答えください
(2) CoTの訓練、研修等への参加履歴管理に
ついて教えて下さい。

・ (a)把握している、(b)一部は把握している
を合わせて、29支部であった。
・(c)把握していない支部が2支部あり、今後、
参加履歴管理の必要性を伝えることが必要。
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回答数 割合

(a)あり 13 42%

(b)なし 18 58%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

3. CoT運用について、お答えください
(3) 平時におけるCoTとの連携の有無について、
教えて下さい。

・平時からCoTと連携がある支部は13支部で
あり半数にも満たなかった。
・今後、平時からCoTとの連携の重要性を伝え
ることが必要。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

回答数 割合

(a)あり 2 6%

(b)なし 29 94%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

3. CoT運用について、お答えください
(5) 貴支部独自のCoT役割の有無について、教
えて下さい。

・支部独自のCoTの役割がある支部は、2支部
であった。
・今後、独自の役割がある支部の事例等を共
有すると良い。
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アンケート結果・単純集計(支部に対して)

4. 災害時の対応について、お答えください

37



回答数 割合

(a)定期的にしている 4 13%

(b)時にしている 11 35%

(c)まれにしている 7 23%

(d)していない 9 29%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(1) 災害時の対応についてCoTと協議してい
ますか。

・災害時の対応について、 (a)定期的にしてい
る、(b)時にしている、(c)まれにしているを合
わせると、22支部であった。
・今後、災害時の対応について定期的な見直し
が重要であることを伝えることが必要。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

回答数 割合

(a)あり 10 32%

(b)なし 21 68%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(2) 災害時の招集基準の有無について、教え
て下さい。

・災害時の招集基準を決めている支部は、10
支部あった。
・今後、決めている支部の事例等を共有すると
良い。

38



回答数 割合

(a)あり 8 80%

(b)なし 2 20%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(3) (2)でありの場合：地震災害時の招集基準の
有無について、教えて下さい。

・災害時の招集基準を決めている支部の中で、
地震災害時の招集基準を決めている支部は、8
支部であった。
・今後、決めている支部の事例等を共有すると
良い。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

回答数 割合

(a)あり 5 50%

(b)なし 5 50%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(4) (2)でありの場合：水害等警報発令時の
招集基準の有無について、教えて下さい。

・災害時の招集基準を決めている支部の中で、
水害等警報発令時の招集基準を決めている支部
は、5支部であり、地震発生時より少なかった。
・今後、決めている支部の事例等を共有すると
良い。
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回答数 割合

(a)あり 6 60%

(b)なし 4 40%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(5) (2)でありの場合：支部災対本部設置時の
招集基準の有無について、教えて下さい。

・災害時の招集基準を決めている支部の中で、
支部災対本部設置時の招集基準を決めている支
部は、6支部であった。
・今後、決めている支部の事例等を共有すると
良い。

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

回答数 割合

(a)あり 3 30%

(b)なし 7 70%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

4. 災害時の対応について、お答えください
(6) (2)でありの場合：保健医療福祉調整本
部設置時の招集基準の有無について、教えて
下さい。

・災害時の招集基準を決めている支部の中で、
保健医療福祉調整本部設置時の招集基準を決め
ている支部は、3支部であった。
・今後、決めている支部の事例等を共有すると
良い。
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4. 災害時の対応について、お答えください
(7) 災害時の連絡方法について、決まっているものがあれば
教えて下さい。（複数選択可）

アンケート結果・単純集計(支部に対して)

・災害時の連絡方法について、(a-1)電話（職場）と(a-2)電話（個人）が多い結果となった。
・複数回答の組合せで集計を取ると、電話＋(c)SNSが一番多い結果となった。
・連絡手段が1個のみの方が全体の34％を占めている。
・過去の災害では、発災後電話が輻輳して繋がらない事例がある。今後、複数の連絡手段を検
討することが必要。

※未回答者１名
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複数回答の組合せ 回答数 手段数

(a-1)電話（職場）のみ 3 1

(a-2)電話（個人）のみ 1 1

(c)SNS のみ 1 1

電話 のみ 4 1

その他 1 1

電話＋(b)メール 2 2

電話＋(c)SNS 7 2

電話＋α 1 2

電話＋(b)メール, (c)SNS 5 3

電話＋(b)メール, (d)無線 2 3

電話＋ (b)メール, (c)SNS, (d)無線 1 4

電話＋(b)メール, (d)無線＋α 2 4

合計 30 -

1個 10

2個 10

3個 7

4個 3

複数回答の
組合せごと
の回答数

各選択肢の
回答数

連絡手段数
ごとの回答数
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単純集計結果の課題まとめ（支部に対して）

支部の役割、研修、連携の重要性等の周知が不足している周知不足

事例共有の場
の構築

CoT対象の研修事例、支部独自の役割事例、招集基準事例、等の共有
ができると良い

CoTとの連携
救護訓練や支部主催の研修へCoTを派遣する支部は多いが、CoTに対
しての研修を実施する支部が少ない
CoTとの連携や連絡会が少ない

アンケート結果・単純集計(支部に対して)



アンケート結果・CoTと支部の比較
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災害時の参集・召集基準の有無について

支部CoT 回答数 割合

(a)あり 199 77%

(b)なし 57 22%

未回答 1 0%

回答数 257 100%

回答数 割合

(a)あり 10 32%

(b)なし 21 68%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

・CoTに対するアンケートでは、災害時の参集基準が決まっている割合は、約77％であったのに対
し、支部に対するアンケートでは、災害時の招集基準が決まっている割合は、約32％であった。
・基準が決まっている割合はCoTの方が高い。

アンケート結果・CoTと支部の比較
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災害時の参集・召集基準でありの場合：地震災害時の参集・召集基準について

支部CoT 回答数 割合

(a)あり 197 99%

(b)なし 2 1%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 199 100%

※(2)で(b)なし
と回答し、この
設問で(a)ありと
回答した方を一
律回答無し(未回
答扱い)とした。

回答数 割合

(a)あり 8 80%

(b)なし 2 20%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

・CoTに対するアンケートでは、地震災害時の参集基準が決まっている割合は、約99％であるのに
対し、支部に対するアンケートでは、地震災害時の招集基準が決まっている割合は、約80％であっ
た。
・地震災害時も基準が決まっている割合はCoTの方が高い。

アンケート結果・CoTと支部の比較
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支部CoT

災害時の参集・召集基準でありの場合：水害等警報発令時の参集・召集基準について

回答数 割合

(a)あり 69 35%

(b)なし 126 63%

(2)でありの未回答 4 2%

回答数 199 100%

※(2)で(b)なし
と回答し、この
設問で(a)ありと
回答した方を一
律回答無し(未回
答扱い)とした。

回答数 割合

(a)あり 5 50%

(b)なし 5 50%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

・CoTに対するアンケートでは、水害等警報発令時の参集基準が決まっている割合は、約35％であ
るのに対し、支部に対するアンケートでは、水害等警報発令時の招集基準が決まっている割合は、約
50％であった。
・水害等警報発令時について基準が決まっている割合は支部が高い。

アンケート結果・CoTと支部の比較
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支部CoT

災害時の参集・召集基準でありの場合：支部災対本部設置時の参集・召集基準について

※(2)で(b)なし
と回答し、この
設問で(a)ありと
回答した方を一
律回答無し(未回
答扱い)とした。

・CoTに対するアンケートでは、支部災対本部設置時の参集基準が決まっている割合は、約45％で
あるのに対し、支部に対するアンケートでは、支部災対本部設置時の招集基準が決まっている割合は、
約60％であった。
・支部災対本部設置時も基準が決まっている割合は支部が高い。

回答数 割合

(a)あり 90 45%

(b)なし 97 49%

(2)でありの未回答 12 6%

回答数 199 100%

回答数 割合

(a)あり 6 60%

(b)なし 4 40%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

アンケート結果・CoTと支部の比較
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支部CoT

災害時の参集・召集基準でありの場合：保健医療福祉調整本部設置時の参集・召集基準について

※(2)で(b)なし
と回答し、この
設問で(a)ありと
回答した方を一
律回答無し(未回
答扱い)とした。

・CoTに対するアンケートでは、保健医療福祉調整本部設置時の参集基準が決まっている割合は、約
21％であるのに対し、支部に対するアンケートでは、保健医療福祉調整本部設置時の招集基準が決
まっている割合は、約30％であった。
・保健医療福祉調整本部設置時も基準が決まっている割合は支部が高いがどちらも少数である。

回答数 割合

(a)あり 41 21%

(b)なし 140 70%

(2)でありの未回答 18 9%

回答数 199 100%

回答数 割合

(a)あり 3 30%

(b)なし 7 70%

(2)でありの未回答 0 0%

回答数 10 100%

アンケート結果・CoTと支部の比較
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2. CoT活動について 、お答えください
(2) 平時からの支部との連携について、
教えて下さい。

支部CoT 3. CoT運用について、お答えください
(3) 平時におけるCoTとの連携の有無
について、教えて下さい。

回答数 割合 有無別

(a)月単位 47 18%

169 66%(b)季節単位 51 20%

(c)年単位 71 28%

(d)特にない 85 33% 85 33%

未回答 3 1% 3 1%

回答数 257 100% 257 100%

連携の有無を比
較するため、
(a)月単位
(b)季節単位
(c)年単位
をまとめた数字
を入れた。

あり
169，66％

回答数 割合

(a)あり 13 42%

(b)なし 18 58%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

・CoTに対するアンケートでは、平時からの支部との連携がある割合は、約66％であるのに対し、
支部に対するアンケートでは、平時におけるCoTとの連携がある割合は、約42％であった。
・「連携できている」と感じている人はCoTの方が多い。
・支部とCoTの連携が(d)特にないが85人、(b)なしが18支部であり、今後、連携を増やすためには、
連携の重要性を支部とCoT両者に周知することが必要。

アンケート結果・CoTと支部の比較

49



1. CoTとの連携について、お答えください
(7) 平時からのCoTとの連絡会開催につい
て、教えて下さい。

支部CoT 1.CoTについて、お答えください
(4) 支部等との定期連絡会がありますか。
（複数回答可）

回答数 割合 有無別

(a)ブロック内 9 3%

108 42%(b)支部内 65 24%

(c)施設内 28 10%

(d)ほとんどない 113 41%
148 58%

(e)全くない 60 22%

回答数 275 100% - -

回答者数 256 - 256 100%

N=256

回答数 割合 有無別

(a)月単位 2 6%

12 39%(b)季節単位 4 13%

(c)年単位 6 19%

(d)特にない 19 61% 19 61%

未回答 0 0% 0 0%

回答数 31 100% 31 100%

あり
12，39％

・CoTに対するアンケートでは、連絡会を実施している割合は、約42％であるのに対し、支部に対
するアンケートでは、連絡会を実施している割合は、約39％であった。
・どちらも6割以上は、実施がない現状であり、今後、連絡会の開催を促すことが必要。

連携の有無を
比較するため、
(a)月単位
(b)季節単位
(c)年単位
をまとめた数
字を入れた。

アンケート結果・CoTと支部の比較
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あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがありますか。

支部CoT 回答数 割合

(a)見て、理解している 51 20%

(b)見たことがある 153 60%

(c)見たことがない 43 17%

(d)知らない 10 4%

未回答 0 0%

回答数 257 100%

回答数 割合

(a)見て、理解している 14 45%

(b)見たことがある 16 52%

(c)見たことがない 1 3%

(d)知らない 0 0%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

・CoTに対するアンケートでは、(a)見て、理解している人の割合が、約20％であるのに対し、支部
に対するアンケートでは、約45％であった。
・今後、両者の行動指針に対する理解度を向上させるために、支部からCoTに対して、行動指針につ
いての説明する機会を作ることが必要。

アンケート結果・CoTと支部の比較
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災害時の対応について支部・CoTと協議していますか。

アンケート結果・CoTと支部の比較

支部CoT 回答数 割合

(a)定期的にしている 4 13%

(b)時にしている 11 35%

(c)まれにしている 7 23%

(d)していない 9 29%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

回答数 割合

(a)定期的にしている 55 21%

(b)時にしている 61 24%

(c)まれにしている 64 25%

(d)していない 74 29%

未回答 3 1%

回答数 257 100%

・CoTに対するアンケート、支部に対するアンケート、ともに(d)していないの割合が約29％であり、
CoTから支部に対する感覚と支部からCoTに対する感覚が近いことが分かった。
・災害時の対応についての協議はともに約3割は行えていないため、今後、定期的に災害時の対応に
ついて、意見交換の場を構築することが必要。
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アンケート結果・CoTと支部の比較

CoTと支部の比較分析のまとめ

CoT、支部の両者で連携に対する重要性の認識が薄い。連携や定期的
な連絡会、意見交換の場の重要性を両者に周知する必要がある。連携不足

情報共有の場
の構築

行動指針等、支部が持っている知識をCoTに共有する場が構築できて
いない。

〇参集・召集基準について

CoT ・災害時参集基準を決めている割合が高い

支部 ・召集基準を決めていると回答した方の中では、地震災害時、支部災対本部
設営時の招集基準を決めている割合が高い。

〇課題について
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アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)
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アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

0.役職をお答えください
×1.(1)あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがありますか。

(a)見て、
理解して
いる

(b)見たこ
とがある

(c)見たこ
とがない

(d)知ら
ない

総計

(a)医師 18 34 5 4 61

(b)看護師 10 48 13 3 74

(c)病院事務 9 34 10 - 53

(d)病院その他 2 23 15 3 43

(e)支部職員 12 12 - - 24

総計 51 151 43 10 255

〇役職ごとに、「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがあるのか、について集計を取った。
・(e)支部職員は、半数の方が(a)見て、理解しているであり、もう半数の方は(b)見たことがあるで
あった。全員が見たことがある。
・また、(a)医者と(b)看護師と(c)病院事務を比較すると、行動指針を(a)見て、理解している人の
割合は、(a)医者が一番多い結果となった。
・どの役職にも(a)見て、理解していると回答した方が必ずいるため、今後、行動指針の理解を深め
るには、役職内での情報共有が必要。
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0.役職をお答えください
×1.(2)CoTの役割について、お答えください。

(a)よく理
解している

(b)やや理
解している

(c)よくわ
からない

(d)わか
らない

総計

(a)医師 20 37 2 2 61

(b)看護師 7 53 12 2 74

(c)病院事務 5 42 5 1 53

(d)病院その他 5 28 8 1 42

(e)支部職員 11 13 - - 24

総計 48 173 27 6 254

〇役職ごとに、どのくらいCoTの役割を理解しているのか、について集計を取った。
・(a)医者、(e)支部職員は、CoTの役割を(a)よく理解している割合が多く、40％程度であったが、
半数は、超えない結果となった。
・どの役職の人も、半数以上が(b)やや理解していると回答している。
・(e)支部職員以外は、1～2名、自分の役割が(d)わからない人がいることが明らかになった。
・役割を理解している人は医師が一番多いため、医師が看護師や事務に説明するなど、CoT
同士で情報共有をすることが有効である。

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)
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0. 役職をお答えください
×1.(3)CoT同士でミーティング等の交流がありますか。

(a)同一ブ
ロック内

(b)同一
支部内

(c)同一
施設内

(d)ほと
んどない

(e)全く
ない

総計

(a)医師 17 12 16 21 6 72

(b)看護師 3 12 22 28 18 83

(c)病院事務 3 9 11 22 13 58

(d)病院その他 - 6 11 25 7 49

(e)支部職員 3 8 3 9 5 28

(空白) - - - 2 - 2

総計 26 47 63 107 49 292

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、CoT同士でミーティング等の交流があるか、について集計を取った。
・CoT同士での交流が多かったのは、(a)医者であった。
・ (a)医者以外の役職は、半数以上が(d)ほとんどない、(e)全くないであった。
・交流をしていると回答している中で(c)同一施設内の回答が多い結果となった。日頃から交流があ
ることや顔合わせがしやすいことが要因であると推測できる。
・役職を問わず、支部間、ブロック間の交流が必要であり、看護師や病院事務、病院その他が参加し
やすい仕組み、体制作りが必要。
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0.役職をお答えください
×1.(4)支部等との定期連絡会がありますか。

(a)
ブロック内

(b)
支部内

(c)
施設内

(d)ほと
んどない

(e)
全くない

総計

(a)医師 4 28 11 18 6 67

(b)看護師 2 10 5 39 19 75

(c)病院事務 2 13 6 23 14 58

(d)病院その他 - 6 5 24 12 47

(e)支部職員 1 8 1 8 8 26

(空白) - - - 1 1 2

総計 9 65 28 113 60 275

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、支部等との定期連絡会があるか、について集計を取った。
・どの役職も(d)ほとんどないが多い結果となったが、(a)医師は、(a)ブロック内、(b)支部内、(c)
施設内を合わせて43人であり、多くの人が支部との定期連絡会を実施している結果となった。
・(a)医師と比較して(b)看護師は定期連絡会を実施している人が少ないことが分かった。
・今後、役職を問わず、支部間、ブロック間の連絡会が必要であり、連絡会に看護師が参加しやすい
体制を作ることが必要。
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0.役職をお答えください
×2.(1)支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加について、現状を教えて下さい。

(a)常に
参加

(b)とき
どき参加

(c)まれ
に参加

(d)参加
しない

総計

(a)医師 21 21 14 4 60

(b)看護師 15 17 21 21 74

(c)病院事務 3 22 17 11 53

(d)病院その他 2 7 20 14 43

(e)支部職員 4 4 8 8 24

総計 45 71 80 58 254

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、救護訓練・研修への参加をしているか、について集計を取った。
・(d)参加しないの割合は、(a)医師が最も少なく4人であった。(a)医師以外の役職も(d)参加しない
と回答した方は少なく、60％以上の方が救護訓練・研修に参加したことがあるという結果となった。
・(c)病院事務、(d)病院その他は、(a)常に参加が3名、2名と少ない結果となった。
・今後、看護師、病院事務、病院その他の人々が参加しやすい環境を作ることが必要。
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0.役職をお答えください
×2.(2)平時からの支部との連携について、教えて下さい。

(a)
月単位

(b)
季節単位

(c)
年単位

(d)特に
ない

総計

(a)医師 16 16 16 12 60

(b)看護師 8 17 22 26 73

(c)病院事務 10 9 13 21 53

(d)病院その他 8 5 14 16 43

(e)支部職員 5 3 6 9 23

総計 47 50 71 84 252

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、平時からの支部との連携があるか、について集計を取った。
・(d)特にないの割合が、(a)医師が最も少なく約20％であった。(a)医師以外の役職が(d)特にない
と回答した方は約40％であった。
・どの役職も連携の頻度は、(c)年単位が多く、(b)季節単位が少ない傾向となった。平時から頻繁に
連携のある人と、あまり頻繁に連携していない人に分かれ、役職での差があまりない。
・今後、役職を問わず平時から連携の場を構築することが必要。
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0.役職をお答えください
×2.(3)今後の活動継続について、考えを教えて下さい。

(a)続ける
意思がある

(b)指名され
れば続ける

(c)特に希
望はない

(d)直ちに
やめたい

総計

(a)医師 36 17 7 - 60

(b)看護師 30 30 13 1 74

(c)病院事務 10 19 20 4 53

(d)病院その他 14 20 7 2 43

(e)支部職員 14 9 1 - 24

総計 104 95 48 7 254

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、今後も活動を継続したいか、について集計を取った。
・(a)続ける意思があるの回答では、(a)医師と(c)病院事務に大きな差が出た。
・(a)医師は、約60％の人が(a)続ける意思があり、(d)直ちにやめたいと回答した方はいない。
・他の役職では、(d)直ちにやめたいと回答した方も少なからず存在し、(c)病院事務の4名が一番多
い結果となった。
・今後、直ちにやめたいと回答した方の理由の確認、詳細を考察することが必要。
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0.役職をお答えください
×3.(1)技能維持研修は必要ですか。

(a)必要で
ある

(b)場合によ
り必要である

(c)必要な
い

総計

(a)医師 38 21 2 61

(b)看護師 52 20 1 73

(c)病院事務 28 23 2 53

(d)病院その他 21 22 - 43

(e)支部職員 15 8 1 24

総計 154 94 6 254

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、技能維持研修が必要であるのか、について集計を取った。
・どの役職も半数以上の人が(a)必要であると回答している。
・(a)医師が2名、(b)看護師が1名、(c)病院事務が2名、(e)支部職員が1名と、各役職数名であるが
(c)必要ないと回答している方がいる。
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(a)必要で
ある

(b)場合によ
り必要である

(c)必要な
い

総計

(a)医師 31 26 4 61

(b)看護師 45 24 2 71

(c)病院事務 26 25 2 53

(d)病院その他 24 17 1 42

(e)支部職員 11 11 2 24

総計 137 103 11 251

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、技能維持訓練が必要であるのか、につ
いて集計を取った。
・技能維持研修の集計と大きな変化は、見られないが、
どの役職も若干(a)必要である、(b)場合により必要で
あるが減少し、(c)必要ないが数名増加していた。

技能維持研修の
結果

技能維持研修の
結果

0.役職をお答えください
×3.(3)技能維持訓練は必要ですか。
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0.役職をお答えください
×4.(1)災害時の対応について支部と協議していますか。

(a)定期的
にしている

(b)時に
している

(c)まれに
している

(d)して
いない

総計

(a)医師 24 19 11 7 61

(b)看護師 9 22 19 23 73

(c)病院事務 9 7 17 19 52

(d)病院その他 7 7 10 19 43

(e)支部職員 6 6 7 4 23

総計 55 61 64 72 252

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、災害時の対応を支部と協議しているか、について集計を取った。
・(a)医師の約40％が(a)定期的にしているであり、(a)医師以外の役職は、(a)定期的にしているが
約10％～20％であった。
・(d)病院その他の40％以上が(d)していないであり、他の役職と比較すると割合が高い結果となっ
た。
・今後、病院事務、病院その他も含めた協議の場が必要。
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0.役職をお答えください
×4.(2)災害時の参集基準の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし (空白) 総計

(a)医師 47 14 - 61

(b)看護師 62 12 - 74

(c)病院事務 42 10 1 53

(d)病院その他 30 13 - 43

(e)支部職員 17 7 - 24

総計 198 56 1 255

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役職ごとに、災害時の参集基準があるか、について集計を取った。
・全ての役職の60％以上が(a)あるという回答であった。役職での差はなかった。
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1.(1)あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがありますか。
×1.(2)CoTの役割についてお答えください。

(a)よく理
解している

(b)やや理
解している

(c)よくわ
からない

(d)わか
らない

総計

(a)見て、理解している 33 18 - - 51

(b)見たことがある 13 129 10 - 152

(c)見たことがない 2 23 16 2 43

(d)知らない 1 4 1 4 10

総計 49 174 27 6 256

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇「日赤災害医療CoT行動指針」を見て
いるかで、役割の理解度に変化があるの
か、集計を取った。
・役割が(d)わからない人は、(a)見て、理解し
ている、(b)見たことがあると回答した方の中に
はいない。
・今後、役割の理解度を高めるために、行動指
針を周知することが必要。
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1.(2)CoTの役割について、お答えください。
× 2.(1)支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加について、現状を教えて下さい。

(a)常に
参加

(b)とき
どき参加

(c)まれ
に参加

(d)参加
しない

総計

(a)よく理解している 18 13 9 9 49

(b)やや理解している 25 56 61 32 174

(c)よくわからない 2 4 9 12 27

(d)わからない - - 1 4 5

総計 45 73 80 57 255

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役割の理解度は、研修等の参加率で変
化があるのか、集計を取った。
・研修の参加率が高い(a)常に参加、(b)ときど
き参加の方は、役割を(a)よく理解している、
(b)やや理解していると回答している方が多く、
研修の参加率が高い人が役割の理解度が高い傾
向である。
・今後、役割の理解度を向上させるためには、
研修に参加しやすい環境を作ることが必要。
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2.(1)支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加について、現状を教えて下さい。
× 2.(3)今後の活動継続について、考えを教えて下さい。

(a)続ける
意思がある

(b)指名され
れば続ける

(c)特に希
望はない

(d)直ちに
やめたい

総計

(a)常に参加 33 11 1 45

(b)ときどき参加 32 28 12 1 73

(c)まれに参加 22 34 19 5 80

(d)参加しない 18 23 16 1 58

総計 105 96 48 7 256

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇活動の継続意思は、研修等の参加率で
変化があるのか、集計を取った。
・研修に(a)常に参加している人の中では、(a)
続ける意思があると回答した方が一番多く、(c)
特に希望はないが1名、(d)直ちにやめたいが0
名であるため、ほとんどの方が続ける意思があ
る。
・今後、活動の継続意思を高めるために、研修
の参加率を上げることが必要。
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1.(2)CoTの役割についてお答えくだい
× 1.(3)CoT同士でミーティング等の交流がありますか。

(a)同一ブ
ロック内

(b)同一
支部内

(c)同一
施設内

(d)ほと
んどない

(e)全
くない

総計

(a)よく理解している 14 13 8 15 7 57

(b)やや理解している 12 33 49 76 28 198

(c)よくわからない - - 5 14 11 30

(d)わからない - - - 2 3 5

総計 26 46 62 107 49 290

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇役割の理解度は、交流があるかどうか
で変化するのか、集計を取った。
・CoTの役割を理解していない人は、CoT同士
の交流が(c)ほとんどない、(e)全くないの人の
みであった。また、役割が(c)よくわからない人
も(c)同一施設内のみの交流、もしくは交流がな
い人であった。
・今後、役割の理解度を向上させるために、
CoT同士の交流を増やすことが必要。
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2.(2)平時からの支部との連携について、教えて下さい。
×2.(3)今後の活動継続について、考えを教えて下さい。

(a)続ける
意思がある

(b)指名され
れば続ける

(c)特に希
望はない

(d)直ちに
やめたい

総計

(a)月単位 30 13 4 - 47

(b)季節単位 25 21 5 - 51

(c)年単位 22 31 15 3 71

(d)特にない 27 31 23 4 85

総計 104 96 47 7 254

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇支部との連携の有無で活動継続の意思
に変化があるのか、集計を取った。
・(a)月単位で支部と連携している人は、(a)続
ける意思があると回答した方が最も多く。(d)直
ちにやめたいと思っている人はいない。
・今後、活動の継続意思を高めるためには、平
時からの支部との連携の頻度を上げることが必
要。
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3.(1)技能維持研修は必要ですか。
×3.(2)技能維持訓練は必要ですか。

(a)必要
である

(b)場合によ
り必要である

(c)必要
ない

(空白) 総計

(a)必要である 133 20 - 2 155

(b)場合により必要である 5 84 5 1 95

(c)必要ない - - 6 - 6

総計 138 104 11 3 256

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇技能維持研修の必要性と技能維持訓練
の必要性にどちらも必要であるのかそう
でないのか、集計を取った。
・研修を(c)必要ないと回答した方6人全員が訓
練も(c)必要ないと回答していた。
・研修も訓練も(a)必要であると回答した方が
133人であり、一番多い回答の組み合わせで
あった。

技
能

維
持

研
修

技能維持訓練
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2.(1)支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加について、現状を教えて下さい。
×3.(1)技能維持研修は必要ですか。

(a)必要
である

(b)場合によ
り必要である

(c)必要
ない

総計

(a)常に参加 34 10 1 45

(b)ときどき参加 47 25 1 73

(c)まれに参加 41 38 1 80

(d)参加しない 32 22 3 57

総計 154 95 6 255

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇研修への参加率で、技能維持研修の必
要性に変化があるのか、集計を取った。
・研修に(a)常に参加している人も、(b)参加し
ない人も、技能維持研修の必要性の有無に変化
はあまりなかった。
・研修の参加率によって、技能維持研修が必要
であるのかどうかは、大きな変化がない。
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(a)必要
である

(b)場合によ
り必要である

(c)必要
ない

(空白) 総計

(a)常に参加 27 15 2 1 45

(b)ときどき参加 44 27 1 1 73

(c)まれに参加 37 40 3 - 80

(d)参加しない 29 22 5 2 58

総計 137 104 11 4 256

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇研修への参加率で、技能維持訓練の必
要性に変化があるのか、集計を取った。

・技能維持研修と同様に関係性は見られなかっ
た。

2.(1)支部が主催する救護訓練・研修へのCoTとしての参加について、現状を教えて下さい。
×3.(3)技能維持訓練は必要ですか。
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2.(2)平時からの支部との連携について、教えて下さい。
×4.(1)災害時の対応について支部と協議していますか。

(a)定期的
にしている

(b)時に
している

(c)まれに
している

(d)して
いない

(空白) 総計

(a)月単位 27 12 6 2 - 47

(b)季節単位 15 20 14 2 - 51

(c)年単位 7 22 27 14 1 71

(d)特にない 5 7 17 56 - 85

総計 54 61 64 74 1 254

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇平時からの支部との連携の有無と災害
時の対応を支部と協議しているかについ
て関係があるのか、集計を取った。
・平時から支部との連携が(d)特にないと回答し
た方の多くが、災害時の対応の協議を(d)してい
ないと回答していた。
・今後、災害時の対応について話し合ってもら
うには、平時からの支部との連携を促すことが
必要。
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1.(2)CoTの役割について、お答えください。
×4.(1)災害時の対応について支部と協議していますか。

(a)定期的
にしている

(b)時に
している

(c)まれに
している

(d)して
いない

(空白) 総計

(a)よく理解している 20 11 9 8 1 49

(b)やや理解している 32 44 50 47 1 174

(c)よくわからない 1 6 3 17 - 27

(d)わからない 1 - 2 2 1 6

総計 54 61 64 74 3 256

アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

〇CoTの役割の理解度が災害時の対応に
ついての協議の有無で変化するのか、集
計を取った。
・(a)役割を理解している人は、比較的災害時の
対応について協議している人が多いが、(b)やや
理解している人は、協議を(d)していない方も多
くいる。
・役割の理解度と、災害時の対応を協議してい
るかは関係性があまりない。
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アンケート結果・クロス集計(CoTに対して)

クロス集計結果のまとめ（CoTに対して）

職場内、CoT同士での情報共有、交流が有効である。情報共有

研修参加率の
向上

役職に左右されずに、研修に参加しやすい体制作りが必要。

連携・協議の
場の構築

役職に左右されずに、連携の場に参加しやすい体制作りが必要。平時
から支部との協議の場を構築することも必要。
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アンケート結果・クロス集計(支部に対して)
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1.(1)救護訓練への協力の有無について、教えて下さい。
×2.(1)CoT対象の研修会の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし 総計

(a)あり 4 23 27

(b)なし - 4 4

総計 4 27 31

アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

〇救護訓練への協力要請の有無とCoT対象の研修会の有無に関係性があるのか、集計を取った。
・救護訓練への協力を要請していて、CoT対象の研修会も行っている支部は、４支部である。
・救護訓練への協力を要請しているにも関わらず、CoT対象の研修会を行っていない支部は、23支部ある。
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1.(3)支部で主催する研修への協力の有無について教えて下さい。
× 2.(1)CoT対象の研修会の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし 総計

(a)あり 3 16 19

(b)なし 1 10 11

総計 4 26 30

アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

〇支部が主催する研修への協力要請の有無とCoT対象の研修会の有無に関係性があるのか集計
を取った。
・支部で主催する研修への協力要請がある支部の中で、CoT対象の研修会を実施している支部は３支部のみ
である。
・支部で主催する研修への協力要請はしているが、CoT対象の研修会は実施していない支部が多い。
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1.(5)救護訓練、研修の企画への協力の有無について、教えて下さい。
× 2.(1)CoT対象の研修会の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし 総計

(a)あり 3 19 22

(b)なし 1 8 9

総計 4 27 31

アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

〇救護訓練や支部主催の研修の企画への協力要請の有無とCoT対象の研修会の有無に関係性が
あるのか集計を取った。
・救護訓練や研修の企画への協力要請を行っている支部の中で、CoT対象の研修会を行っている支部は３支
部のみであった。
・救護訓練や研修の企画への協力要請は行っていないが、CoT対象の研修会を行っている支部は１支部であ
る。
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1.(7)平時からのCoTとの連絡会開催について、教えて下さい。
× 2.(1)CoT対象の研修会の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし 総計

(a)月単位 - 2 2

(b)季節単位 - 4 4

(c)年単位 - 6 6

(d)特にない 4 15 19

総計 4 27 31

アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

〇CoTとの平時からの連絡会の開催頻度とCoT対象の研修会の有無に関係性があるのか集計を
取った。
・平時からCoTとの連絡会は開催していないが、CoT対象の研修会を実施している支部は４支部である。
・連絡会の開催もなく、CoT対象の研修会を実施していない支部が１５支部あり、今後、支部とCoTの連携
の場を増やすことが必要。
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3.(1)あなたは「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがありますか。
×4.(2)災害時の招集基準の有無について、教えて下さい。

(a)あり (b)なし 総計

(a)見て、理解している 3 11 14

(b)見たことがある 7 9 16

(c)見たことがない - 1 1

総計 10 21 31

アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

〇「日赤災害医療CoT行動指針」を見たことがあるかと災害時の参集基準について関係性があ
るのか集計を取った。
・行動指針を(a)見て、理解していると回答した支部の中で参集基準がある支部は３支部、(b)見たことがあ
ると回答した支部の中で参集基準がある支部は７支部となっており、行動指針を見たことがあるかと参集基
準については、関係性が見られなかった。
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アンケート結果・クロス集計(支部に対して)

83

クロス集計結果のまとめ（支部に対して）

救護訓練、支部主催の研修、研修の企画へのCoTの派遣は行っている
支部が多いが、CoT対象の研修会を行っている支部は4支部のみと少
ない。

研修会

連絡会の開催もなく、CoT対象の研修会を実施していない支部が１５
支部あり、今後、支部とCoTの連携の場を増やすことが必要。

連携の場の
構築



アンケート結果・自由記述(CoTに対して)
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名詞

動詞

形容詞

アンケート結果・自由記述(CoTに対して)
2. CoT活動について 、お答えください

(4) 活動する上で不安に思っていることは何ですか。

カテゴリー分類名 回答数 おもな意見

経験不足 34

・実災害で救護班を取り仕切ることは大
きな責任が伴い、精神的負担が大きい。
・経験がなく適切に活動できるか、自信
がない。

研修･訓練を受け
づらい

33

・医療CoTスタッフの増加で、研修への
参加が難しい。
・CoTの役割について、定期的なブラッ
シュアップが少ない

通常業務等への影
響

11

・通常業務との兼ね合いで業務優先。ス
キルアップはしたいが活動が現場任せ。
・救護班とCoTが同時出動となった場合、
病院の業務への影響が心配(人手不足)

後継者問題(不足･
育成)

7 ・次の育成が進んでいない、資格はあっ
ても実践能力があるか課題が多い

周囲の理解不足 6 ・所属施設や上司の理解

ブロック･支部と
の連携･協働

6 ・定期交流がなく研修などで機会交流し
かないので顔が見えない関係性。

自身の体調･年齢 5 ・自分の健康状態（持病）･年齢が心配

DMAT 4 ・日赤とDMATの役割が被るところもあ
り、立ち振る舞い方がわかりにくい

その他 5 ・実災害が起こった際に，支部自体の
ハード面などに不安がある

合計 111 ー

85

・実際の災害での経験がないこと、研修･訓練に
参加しづらいこと、自身の体調･年齢等、自身の
能力や経験値に対する不安の声があった。
・通常業務への影響、周囲の理解不足、連携が
少ないこと、後継者への不安等、周囲との関わ
り方に対する不安の声もあった。



名詞

動詞

形容詞

3. 技能維持研修、訓練に関して 、お答えください
(2) 必要な技能維持研修は何ですか。

カテゴリー分類名 回答数 おもな意見

勉強会 59

・災害時の実地体験の共有、オンライン
でも可能。
・保健医療調整本部等で活動を行う際に
必要となる知識、技術のアップデート。
・日赤CoT活動の特殊性についての研修

現場での活動内容
に関する研修

29
・コーディネート実践全般、事例検証
・各階層、災害対策本部の標準的な動き、
業務の復習

システム研修 11 ・EMIS、JSPEEDなど日々改定されて
おり、それに追いつくには研修が必要

ロジ研修 9 ・人的物的管理を含めた災害に関する技
能すべて

連携研修 8
・他機関との連携を図るための活動に関
する研修
・本部運営活動

顔の見える関係作
り

6 ・具体策はないが、メンバーとの顔合わ
せなどは必要だと思う

その他 9 ・全般
・たいていのことを忘れてしまっている

合計 131 ー

アンケート結果・自由記述(CoTに対して)

86

・過去の災害現場での活動、知識のアップデー
ト、日赤の活動の特殊性等を学びたいという意
見が多くあった。
・現場での具体的な活動内容に関する研修を受
けたいという意見も多数あった。
・その他にも、システムに関する研修、ロジ研
修、連携研修等様々な意見が上がった。



名詞

動詞

形容詞

3. 技能維持研修、訓練に関して 、お答えください
(4) 必要な技能維持訓練は何ですか。

カテゴリー分類名 回答数 おもな意見

現場での活動内容
に関する訓練

52

・車両の運転(dERU含む)操作･無線･衛
星携帯電話･ﾃﾝﾄ設営･EMIS･J-Spped
・立ち上げの訓練
・COTが実際に行った災害現場の追体
験ができるような訓練。
・近年の災害において困難事例だった事
例を机上訓練。

連携訓練 21

・出務可能性のある所在ブロックや隣接
ブロック、支部･病院訓練などに一部参
加したい。あくまで実働性のある視点で
進めて頂きたい。
・病院だけでなく、院外の関連機関も含
めての訓練。

本部運営訓練 12 ・本部運営、活動拠点訓練など。

システム訓練 6 ・災害カルテやEMIS
・EMISや通信訓練など

ロジ訓練 4 ・支部と救急班配置や日赤資源の活用

顔の見える関係作
り

3 ・支部や他施設と関係を構築できるよう
な訓練(かおの見える関係づくり)

その他 7 ・Co資格取得時に受講した形式の実習

合計 105 ー

アンケート結果・自由記述(CoTに対して)

87

・実際の活動で関わる内容の訓練、困難事例の
訓練等、災害現場を追体験できる訓練という意
見が多かった。
・実際に一緒に動く近隣ブロックとの訓練、本
部運営に関わる訓練を行いたいという意見も
あった。



4. 災害時の対応について、お答えください
(7) 災害時の支部との連絡方法について、決まっているものがあれば教えて下さい。
※その他の回答

具体的な回答 9
不明 6
ない 5
合計 20

アンケート結果・自由記述(CoTに対して)

・分からない（不明）と回答した方は、６人、
ないと回答した方は、５人であった。全体から
見ると少数ではあるが、連絡方法を決めていな
い人が存在する。
・具体的な回答を大きく分けると「電話関連」
が４人、と「ネット関連」が５人であった。
・今後、支部との連絡方法の周知徹底をするこ
とが必要。

〇具体的な回答の内容
●電話関連
・電話
・衛星電話
・病院社会課を通しての連絡
・連絡網
●ネット関連
・ビジネスチャット
・アプリ
・オンライン会議
・EMIS
・オクレンジャー
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名詞

動詞

形容詞

5. 新型コロナ感染症からの学びについて、お答えください。
今回の新型コロナウイルス感染症の経験を通して、今後の災害への備えに生かしたいと思う
ことがあれば教えてください。

カテゴリー
分類名

回答数 おもな意見

感染症対策の
方法

33 ・ゾーニングの重要性と自己管理
・避難所のレイアウト

感染予防のた
めの備蓄

17 ・資器材の備蓄、ローリングストックの必要性
・個人防護具等の備蓄

連携の強化 11 ・病院間、施設間の垣根を超えて、平時から情
報交換、助け合いが必要だと、コロナで感じた。

現場の経験値 11

・感染症は特性が判明するまで苦労することを
学び、災害時も先の読めない状況下で苦労する。
・日頃活用しているツールでないと、災害時役
立たないことを痛感、日常に災害用物品を活用。

オンライン・
IT環境の活用

6 ・SNSやTV会議などのツールや知識も充実し
た。研修にも反映すべき。

計画の見直し 6
・感染症について深めたマニュアルも必要
・新興感染症のBCP作成が必要。フェーズ毎の
病院としての最優先業務や削減業務を検討する。

状況変化への
対応方法

5 ・状況変化にいかに対応するか。
・早期対策本部設置と災害モードへの切り替え

意識啓発の継
続

3 ・5類でも感染予防は必要だと住民が理解でき
るチラシ。救護班員も指導を行うための研修。

その他 9 ・地域内での災害役割分担

合計 101 ー

アンケート結果・自由記述(CoTに対して)
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・感染症を身をもって経験することで、対策方
法、足りていない備蓄、活動現場等と実戦形式
で学ぶことができたという回答が多くみられた。
・実際に平時とは違う状況を経験したことで、
備蓄や周囲との連携、状況変化に対する対応力
が足りていないことが明らかになったという回
答もあった。



アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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訓練名 回答数 具体的回答

ブロック訓練 20 ブロック訓練

支部訓練 16

支部訓練
支部災害対策本部設置運営訓練
支部災害救護訓練
支部主催：常備救護班訓練
支部本部運営訓練

合同訓練 4

ブロック支部合同訓練
管内施設合同訓練
支部合同災害救護訓練
地域との合同訓練

施設内訓練 3
施設内訓練
赤十字病院訓練
病院内訓練

行政主催訓練 5

行政主催訓練
行政防災機関主催訓練
政が主催する訓練等
県訓練
自治体訓練

ボランティア訓練 1 ボランティア訓練

合計 49 ー

1. CoTとの連携について、お答えください
(2) 「(1) 救護訓練への協力の有無について、教えて下さい。」

でありの場合：協力依頼している訓練を教えて下さい。

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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名詞

動詞

形容詞

・救護訓練への協力の有る支部のうち、ブロッ
ク訓練、支部訓練の回答が多かった。



名詞

動詞

形容詞

1. CoTとの連携について、お答えください
(4) 「(3)支部で主催する研修への協力の有無について 、教えて下さい。」

でありの場合：協力依頼している研修を教えて下さい。
研修名 回答数 具体的回答

救護班研修 12
救護班(基礎･中級)研修

救護班(要員･主事)研修

支部救護班研修

その他救護研修 9

(看護師･医療･支部災害)救護研修

救護員(基礎･実践･登録･養成･主事)研

修

災害救護基礎研修

その他研修 5

基礎研修

フォローアップ研修

こころのケア要員研修

防ボラ研修

訓練 3
ブロック訓練

災害訓練

支部訓練

合計 29 ー

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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・支部で主催する研修への協力の有る支部の回
答を大きく分けると、救護班研修、その他救護
研修、その他研修、訓練となっていた。



名詞

動詞

形容詞

1. CoTとの連携について、お答えください
(6) 「(5)救護訓練、研修の企画への協力の有無について、教えて下さい。」

でありの場合：協力依頼している訓練・研修を教えて下さい。
訓練･研修名 回答数 具体的回答

救護研修 20

(支部)常備救護班(基礎･要員･中級)研修
(支部)救護班要員(養成･基礎･主事)研修
救護員(基礎･主事･登録･実践)研修
災害救護基礎研修
看護師救護員研修

救護訓練 3
常備救護班訓練
支部災害救護訓練
救護に関する病院内での訓練

訓練 10

支部訓練
ブロック訓練
本部運営訓練
行政が主催する訓練

その他 4

院内研修会
災害看護概論
トリアージなど
フォローアップ研修

合計 37 ー

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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・救護訓練、研修と回答した方が多くいた。



2. CoTへの研修・教育について、お答えください
(2) (1) CoT対象の研修会の有無について、でありの場合：開催している研修会を教えて下さい。

アンケート結果・自由記述(支部に対して)

令和3年度日本赤十字社広島県支部日赤災害医療
コーディネート研修会（毎年開催ではない）

(a)あり４支部のう
ち１支部のみの回
答であった。

回答数 割合

(a)あり 4 13%

(b)なし 27 87%

未回答 0 0%

回答数 31 100%

2. CoTへの研修・教育について、お答えください
(5) (4)行政、他組織が主催する訓練、研修会へのCoT派遣の有無について、でありの場合

：その訓練、研修会を教えて下さい。

〇訓練関係
・大阪府国民保護共同実働訓練
・県総合防災訓練
・秋田県総合防災訓練
・広島市総合防災訓練、広島県総合防災訓練、

広島県保健医療福祉調整本部運営訓練
・鹿児島県総合防災訓練、桜島火山爆発防災訓練
・行政防災機関が主催する訓練
・県防災
〇研修関係
・県災害医療コーディネーター研修
・都道府県コーディネート研修、

埼玉県医療コーディネート研修

・各都道府県（支部）ごとの防災訓練、
実働訓練、本部運営訓練と回答した方が
７人いた。
・各都道府県（支部）ごとのコーディ
ネーターの研修と回答した方が２人いた。
・行政や他組織が主催する訓練や研修会
は、都道府県の単位の物が多い。
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名詞

動詞

形容詞

3. CoT運用について、お答えください
(4) 「(3)平時におけるCoTとの連携の有無について、教えて下さい。」

でありの場合：連携の内容を教えて下さい。

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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具体的回答

4半期ごとに災害救護対応検討会という連絡会を開催し、情報
共有と連携強化を図っている。

研修、訓練開催時

各種訓練、訓練打合せ等にて連携を行っている

病院主催の定例会議に参加

訓練内容について

Chatwork（アプリ）を活用し、災害救護に関する情報の発信
及び有事の際に連絡がとれる体制を構築している。

支部と病院の情報共有等

支部施設災害担当部会を年1～2回開催している

訓練、研修会の企画・運営

研修、訓練の企画相談

一部のCoTに対しては、支部主催の研修会を通じて救護に関す
る情報共有を行っている

支部災害救護訓練への参画、災害救護業務連絡会議への参加
（Coのみ）

・連絡会の開催、情報共有、訓練･研修の企画･
運営、定例会議の参加、担当部会の開催、アプ
リを活用した情報発信･連絡体制構築という回答
があった。



名詞

動詞

形容詞

3. CoT運用について、お答えください
(7) CoT運用について、気になる点があれば教えて下さい。

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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具体的回答

現状、県内の2病院に１チームずつ、計2チームを編成(内1チームは
存続が厳しい状態)、3チーム目の編成見通しが立ちにくい。CoT候補
者はいるが、災害関連の各種研修における受講枠が限られていること
と、通常の診療による多忙のため、参加調整が難しい。CoTの交替や、
各本部への派遣を踏まえると3チーム編成は重要であるが現状編成で
きていない。

日赤CoTとして外部との関わ方が不明瞭

医療施設を保有しない支部として、CoTは協定医療機関の医師に委任
している。大規模災害のときには、所属する医療機関の対応が優先と
なり、現実は日赤CoTとしての活動は困難であることが想定されてい
る。ブロック体制でCoT支援について明文化されていないということ
も併せて、大きな懸念材料となっている。

人員が少ないように感じる

各自、自部署の仕事が優先されるため依頼しにくい。各施設において
も「兼務」などでよいので、災害救護担当に任命する仕組みを構築し
て本社から各施設に通知してほしい。そうすると、各所属長にオフィ
シャルで業務連携を依頼することができ、日々の活動につなげること
ができるようになると考える。

他の各都道府県支部における、CoTとの平時からの連絡体制、関わり
方の実態を知りたい。

支部（県庁）と病院が離れていることから、要請のタイミングや活動
内容の精査に苦慮する。

・支部内の体制が整っていない、研修の参加調
整が難しい、他の支部がどのようにCoTと連携
しているのか知りたい等の意見があった。



名詞

動詞

形容詞

5. 新型コロナ感染症からの学びについて、お答えください。
今回の新型コロナウイルス感染症の経験を通して、今後の災害への備えに生かしたいと思
うことがあれば教えてください。

アンケート結果・自由記述(支部に対して)
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カテゴリー
分類名

回答数 おもな意見

感染予防のた
めの備蓄

5 ・感染防止のためのマスク、アイシールド、ア
ルコールボトル等の個人装備の常備。

連携の強化 3
・医師や看護師の感染担当者と連携できる仕組
みが必要と考えます。
・行政等へ赤十字組織の理解を深めてもらう。

オンライン・
IT環境の活用

1

・WEBを活用した連携の在り方やSNSなどを
指示命令系統に活かしたい。感染症対策につい
て多くのことを学び活かせる装備になっている
ため、絶やさないようにしていきたい。

計画の見直し 1 ・感染症流行を大前提とした災害対策本部の設
置及び運営の手法について、再検討したい。

意識啓発の継
続

2 ・CoTは、救護班への活動指示において、現地
での感染制御に関するアドバイスが必要。

経験を踏まえ
た研修の実施

4

・「通常」「コロナ禍」それぞれの災害対応視
点に基づく物事の捉え方･支援の考え方･物資器
材等の準備を精査するとともに、現場の声も交
えた実際の災害対応ケースに基づく研修をすべ
きだと感じた。
・今後の災害対応において、感染症対応を含め
た救護活動ができるように事前に備えたい。

合計 16 ー

・CoTと同じように、備蓄に対する意見やIT環
境に対する意見もあったが、研修内容にコロナ
禍の経験を盛り込む等支部の視点ならではの意
見があった。
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関係性の構築、連携の場の構築として、新たな場を設けることも考えられるが、現状で
も研修や訓練で連携できているCoTや支部もある。今後、関係性の構築や連携性を意識
した内容で既存の研修や訓練を実施できると良いのではないか。

関係性の構築、連携の場の構築

一部のCoTや支部では、独自の活動や取り組みを行っているが、全体への共有があまりな
いことがわかった。独自の活動や取り組みを日赤全体の活動にできるよう、事例の共有を
行い、広げていくことが重要ではないか。

独自の活動、取り組みを行っている事例の共有

アンケート結果まとめ（全体を通じて）

周知を短期間で実施できる方法はなく、これまで実施している活動を継続しながら、活動
回数の増加など多くの人が参加しやすい工夫が重要だろう。

行動指針、活動意義、連携の必要性（重要性）の更なる周知
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